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シュレッダーで切ったチラシをつかい、い
きものをつくりました。
色とりどりのチラシをつかい、可愛らしさ
を表現しました。
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特集

　現在、Ｂ型事業所に通いながらグループホームで生活をしているＳさん、78歳。
　Ｓさんは、若い頃は埼玉県の鉄工所で働いていました。その後、実家のある長野県に戻り、60歳
の定年を迎えるまで、地元の工場で働きました。社員寮で生活したこともあり、貯蓄することもでき
ました。
　定年後をどうするかを考えた時、もう工場でバリバリ働く気力がなくなっていることに気が付きま
した。周りからは、入所型の障がい者支援施設を勧める声もありましたが、相談支援を受ける中で、
Ｂ型事業所、そこから徒歩１分のグループホームを紹介してもらい見学に行きました。その環境を一
目で気に入り、生活を始めることにしました。
　Ｂ型事業所に移行して18年が過ぎ、今では、孫世代の利用者に仕事を教えたり、若い職員との会
話を楽しみながら自分のペースで働き、毎日を過ごしています。
60歳で定年を迎えたＳさんには、いろいろな選択肢がありました。就職先を探してバリバリ働く
生活、入所施設で生活し自分らしく生きること・・・でもその選択肢の中で、今の生活を選択できた
ことをＳさんは満足されています。

　Ｓさんの現在の生活は、週５日Ｂ型事業所に通い、休みの日に
は温泉に行ったり、買い物に出かけたりしながらグループホーム
で生活をしています。「グループホームは最高です。いろんなイベ
ントもあるし、ご飯は美味しいし。年３回ある長期休みには、有
名な温泉へ３泊４日で出かけて温泉とビールを満喫しています。」
と笑顔で答えてくださるＳさん。
　自分のペースで仕事を続けることも、生活の場所にグループホー
ムを選んだことも、Ｓさんが選択したハッピーな生活です。自分らしく生活できることが最高です。

　Ｉさんの現在の生活は、週５日Ｂ型事業所に通いながら、グループホームで生活を
しています。以前に比べれば緩やかな生活ができるように、働き方はＩさんが選択し
ました。
　休日は実家に帰り、若い頃心配をかけてしまったお母さんの手伝いをしています。
お母さんは100歳を超える年齢です。庭の草取りをしたり、家の掃除をしたりと親孝
行をします。「実家の面倒は俺が見ないとな。」とつぶやくＩさん。
　Ｉさんは、60歳の定年を選択せず、まだ頑張れると判断し65歳まで大企業で働
きました。その後、ゆっくりでもいいので働くことを選択し、休日は親孝行をする時間
を作ることを目標に、日々を過ごしています。まだまだ現役、仕事ができる喜びをかみしめて、自分らしく生
活しているＩさんのハッピーリタイアです。

　Ｂ型事業所に40年以上勤務したＮさん、74歳。
70歳が近づくと施設の職員に「僕は70歳でこの事業所を定年します。」と宣言しました。実際に

70歳を迎える８月の誕生日に事業所を退所しました。
　自分の意志をしっかり持っていて、「切りの良い年度末まで仕事しませんか。」という周りの言葉に
もはっきりと自分の気持ちを伝え、実行したＮさん。
　今は、実家で一人暮らしをし、地域の仲間の皆さんと旅行に行ったり自分らしい生活をしています。
Ｎさんのハッピーリタイアは、思い通りに実行されました。そこにはＢ型事業所のスタッフのさりげ
なく見守るインフォーマルな支援もあったのです。

　現在、週に１～２回地域活動支援センターに通い、グループホームで生活しているＮさん65歳。
　長年、工場に勤務し、60歳の定年を迎えました。65歳まで延長して働くことを選択したＮさんでしたが、60
歳の定年記念にハワイ旅行を希望し、グループホームの支援員のサポートを受け、その希望を実現しました。
　仕事を65歳まで延長することを選択したＮさんですが、63歳でもう仕事はいいかなと判断し、退職をしました。

　Ｎさんの場合、いつまで仕事を続けるかを選択すること、自分の夢も叶えることが
できたことがご本人にとってとても良い結果になりました。
　現在は、地域活動支援センターに通いながらグループホームでゆっくり過ごし、週
末にはジムに行ったり温泉に行きます。「今度は佐渡や沖縄へ行きたいな。」と話して
くださるＮさん。のんびり自分らしく生活できるって素晴らしいです。

　現在、Ｂ型事業所に通いながらグループホームで生活をしているＩさん、67歳。
10年以上の失業期間があり、生活も乱れ、自信を無くした時にＢ型事業所とグループホームを利
用して生活の立て直しを行いました。生活が安定すると再就職への意欲がわき、様々な支援を受けな
がら、障がい者雇用で大企業に就職しました。
　真面目に毎日通勤し、60歳の定年を迎えました。ですがＩさんは「俺は、まだまだ働きたい。」と
仕事を継続することを自ら選択し、65歳まで期間を延長し勤務しました。
65歳の定年後は、Ｂ型事業所に戻り、以前よりゆっくりと働くことを選択したＩさんです。

障がい者雇用で就職した
　　　　 みなさんのハッピーリタイアとは…

1998年に知的障がいのある方が障がい者雇用率に算定されるようになり、雇用が促進されるよ
うになって26年が経ちました。その頃に就職をされた方々は、定年を迎える年齢になりました。
　今回の特集記事では、自分の意志で定年後の生活を切り開き、幸せに生活している方々を紹
介します。何歳で定年するか、その後はどこでどのような生活をするかなど、誰かと一緒に考
えるだけで先の未来が見えてきます。

　世間では“早期退職をして、仕事を続けなくても暮らしていける資金があり、仕事以外の目標
を実現できる生活を送ること”が「ハッピーリタイア」とされています。しかし、障がいのある
方々の「ハッピーリタイア」は、生活資金のことではありません。
　今回は、ひたすら毎日勤勉に勤め上げ（時には厳しい人間関係の中で）、社会経験があまり
豊かではない知的な障がいのある方々の退職後の生活について、紹介させていただきました。
一人ひとり、幸せ感は違えども、ちょっとサポートさせて頂くことで、自分らしく生きる「ハ
ッピーリタイア」につながりました。

ここで、Ｉさんのハッピーリタイアについて考えますここで、Ｉさんのハッピーリタイアについて考えます

ここで、Nさんのハッピーリタイアについて考えますここで、Nさんのハッピーリタイアについて考えます

～ここでＳさんのハッピーリタイヤについて考えます～

～まだまだ楽しいことばかり！俺の人生～

～夢に見たハワイ旅行～

～退職する日は自分で決めました～

～母さん、心配かけたけどこれからは俺が面倒見るよ～

ここで、Ｓさんのハッピーリタイアについて考えますここで、Ｓさんのハッピーリタイアについて考えます
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　３年前に親愛の里松川に入所した、岡康成さん（50才）。
目標は “グループホームで自分らしく生活をすること” です。
その目標に向かってチャレンジする岡さんを紹介します。

　足が動かなくなってしまい、生活が一変してし
まいました。でも僕には、「グループホームで自
分らしい生活をする。」という目標があります。
そのためには、職員さんが色々手伝ってくれます
が、自分のできることは自分でします。
　車いすを自分で動かして移動したり、朝は毎日
ラジオ体操をして体を動かしています。

　いつでもグループホームに引っ越しができるよ
うに、部屋はいつもきれいにしています。掃除も
得意です。ひとりで生活する準備はできています。
部屋の模様替えも自分でやります。模様
替えは気分が替わるから好きです。

自分のことは自分でやりますチャレンジ❶

ゆっくりでも自分で移動するので、
見守ってください。

欲しいものがたくさんあるから、
缶つぶしの作業を頑張って、お金を
貯めるんだ。担当の職員さんにも応
援してほしいです。やるぞー！

自分の部屋はいつもきれいにしていますチャレンジ❷

　ゆっくり自分のやりたいことを
するんだ。近くにお店や病院が
あったらいいな。
　部屋には、自分で棚を作って、
自分の好きなものを並べるんだ。
漫画や、刑事ものの DVD、好き
な本・・・！
　食事も自分で作りたいな。

インタビューの最後に、岡さんが話してくれました。

これからの自分の話をしてくれる岡さんは、絶えず笑顔でした。
元気をいただきました。
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元気をいただきました。
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わたしのチャレンジ
利用者さんのページ
り ようしゃ ぺ　ー　じ

いろいろなことに

　　　チャレンジしている

　　さんをご紹 します！
り ようしゃ しょうかい

ち  ゃ  れ  ん  じ
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佐久市中込駅の近くにある昔ながらの小さな商店『越中屋商店』を紹介します。

　越中屋商店さんは、従業員の皆さんが明るく接してくださり、話しかけやすい商店です。
　ご近所さん同士も買い物に来て話ができる、近所の憩いの場となっています。とても雰囲気
が良いので、高齢者の方、障がいのある方も買い物に行きやすい商店です。
　また、現在は福祉施設への移動販売にも取り組んでおり、佐久市にある「サポートセンター
こまば」で週1回移動販売を行っています。その一場面をお伝えします。

　サポートセンターこまばでは、ホームの近くのお店に買い物に行ける利用者さんと、買い
物に出かけられない利用者さんがいました。
　その現状を変えたいと越中屋さんに相談をしたところ、「必要とされていることならやって
みます。」とお返事をいただき、週に１回事業所に来て販売をしていただくことになりました。
　移動販売とはいっても、事業所内に商品を並べていただき、“プチ越中屋さん”をオープン
してくれます。
　利用者さんは、自分の好きなものを手に取り、会話を楽しみながら買い物をします。

　越中屋さんは「見守り隊」「子ども食堂」の活動にも
取り組んでいます。車椅子での生活をされている専務
さんが、小・中学校で車椅子体験の講師も務めています。

〒385-0051　長野県佐久市中込1丁目29-5【 越中谷商店 中込店 】

　事業所の中での困りごとを支援員同士で話し、事業所の外に助けを
求めて相談することで、利用者さんの笑顔につながりました。皆さん
の近所にも、越中屋さんのような商店があるかもしれません。

信州 から、あちら こちら
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　したがって、私たちは彼らの「疲れやす
い脳みそ」を前提として支援を組み立てて
いかなくてはなりません。それは他ならぬ
「それぞれに違った個々人に、気持ちがいい
状態を探し、提供する」という支援方法な
のですが、この「気持ちがいいを探す」と
いう方法は、すでに神田橋條治氏が統合失
調症治療において強く主張しているところ
なのです。
　神田橋氏によれば、統合失調症患者は、
自分にとって本当に「気持ちがいい状態」
や「イヤという状態」を見失っている人々
であると言います。それは精神的そして身
体的にも精神科閉鎖病棟保護室を利用しな
くてはならないほどの重篤の状態なのに、
その中で身体を鍛えなくてはならないと、
腕立て伏せを1000回もやっていたり、受験
勉強のために徹夜で英単語を覚えているよ
うな状況です。どう考えても、それがその
人にとって本当に「気持ちがいい状態」と
は考えられません。
　その人が一日中ゴロゴロしていて気持ち
がいいなら、そうしているのも良し、お風
呂に入るのがイヤなら入らないのも良し、
昼間寝て夜起きているのが安心なら、そう
しているのも良し、ということなのです。
　この神田橋氏の「気持ちがいいを探す」
という治療方法は、私たちの知的障がい・
自閉症支援に大きなヒントを与えてくれて
いると思います。それは、知的障がい・自
閉症の方々にとって「気持ちがいい」を探
すことがいかに困難であるかを想像すれば
さらに明確です。
　例えば、感覚障がい。生まれもってすで
にそこにある障がいです。強い接触過敏が
あれば、抱っこを嫌がり、服を着るのを嫌
がるでしょう。聴覚過敏があれば、耳元で
養育者が話しかけるのを嫌がるでしょう。
しかし、抱っこはされてうれしいと決まっ
ているもの、服は着るに決まっているもの、
耳元で話しかけるのは愛情の証と決まって
いるものと、周りの者が考えている限り、
本人の気持ち悪い、イヤは空回りして、何
が気持ちいいのか、次第にわからくなって
いきます。さらに周りの多くの者が、抱っ
こされて気持ちが良かったり、服を何の違
和感もなく着ていたり、話しかけられると
うれしいとすれば、さらに自分の「気持ち
がいい」は混乱していきます。
　さらに本人は、「ねえねえ、服を着るって

なんだか気持ち悪くてイヤなんだけど、君
はどうなの？」なんて聞くことはできない
し、脱いでいれば、「服は着るものです」と
いうプレッシャーの中で、出す結論は「み
んな我慢して、本当はイヤなのに、着る努
力をしているのかもしれない」なんてこと
になる可能性があります。
　この「気持ちがいいを探す」という支援
方法は、「イヤを受け止める」という支援方
法とも言い換えることができます。この疲
れやすい脳みそシリーズで指摘してきた通
り、この「イヤを受け止める」という支援
方法は、発達心理学的には今まですること
ができなかった第一反抗期的生き方を再び
生き直すという意味で、その後の人生の豊
かさにつながる貴重な、欠くべからざる支
援になります。
　それは何らかの手段で「イヤを伝える」
ことは「意思を形成する」「意思を表出する」
ことであり、その後の意思決定支援につな
がる芽生え行動であるからです。
　しかし、芽生え行動は見極めが極めて難
しい。食べたくないときに食べないという
選択は簡単なようで難しいのです。１～２
才児の食事風景を見ても明らかでしょう。
食べたくないときに赤ちゃんたちはどうし
ているでしょう？泣く？食材で遊び始め
る？食べるのが遅くなる？吐きだす？話し
てばかりいて食べなくなる？席を立とうと
する？定型発達の乳児であれば母親は必死
です。何が原因なのか？様々なアプローチ
を繰り出します。違うメニューを出してみ
る、好きそうなものをお代わりしてみる、
一旦切り上げてみる‥。なんとか「イヤを
受け止めよう」としてイヤの原因を探り、「気
持ちのいい状態」を探そうとします。
　私たちの支援現場の風景に視点を戻せば、
食堂で大声を出すことが食事メニューのイ
ヤの表現形ではないのか？食事にやたら時
間がかかるのもイヤの表現形ではないの
か？ etc.そのようなときに「〇〇を食べる
のがイヤなんだよね、残そうね、残しても
誰も怒らないよ」という支援提供と言語化
が、「意思を形成」させ、それが食事を残す
ことができるという「意思表出」につなが
るのです。
　疲れやすい脳みそを疲れさせないために、
低刺激環境とイヤを受け止めることがいか
に大切かを再確認して、このシリーズを閉
じさせていただきます。

【連載バックナンバー掲載】　http://id-nagano.or.jp/crossworld

【シリーズ・疲れやすい脳みそ～その３～】

連載連載 施設支援実践論－中級編施設支援実践論－中級編
長野県知的障がい福祉協会会長　宮下　智（明星学園）

自閉症自閉症自閉症 Cross WorldCross WorldCross WorldCross World
77 その20
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〒380-0936  長野市大字中御所字岡田98-1
Tel：026-225-0704 Fax：026-225-0714
URL:http://id-nagano.or.jp/

発行者　長野県知的障がい福祉協会　広報委員会

広報誌「RUN＆らんらん」は長野県知的障がい福祉協会のホームページからも閲覧できます。

ことばの裏側みえちゃったことばの裏側みえちゃったことばの裏側みえちゃったことばの裏側みえちゃったことばの裏側みえちゃったことばの裏側みえちゃったことばの裏側みえちゃったことばの裏側みえちゃったことばの裏側みえちゃったことばの裏側みえちゃったことばの裏側みえちゃったことばの裏側みえちゃったことばの裏側みえちゃった

長野保健福祉事務所庁舎内
E-mail:na-chifuku＠deluxe.ocn.ne.jp
発行日　令和6年9月20日　 印刷所　たけい印刷

障がいのある・ないに関わらず、私たちのコミュニケーションツールの一つに言語的コミュニケーションが
あります。しかし、相手に言葉だけではうまく伝わらないことってありませんか？ 伝わらない場合、態度
や表情、色々な行動で伝えようとします。福祉現場で働く私たちの日常で、発信された言葉の本当の意
味を知った時に感動することってありませんか？ その感動の一コマをお伝えします。

第13回

　SさんはYESの場合は「はい！」、NOの場合は「んん！」で返事をすることができます。
　毎年、冬になると、お父様に買ってもらったジャンパーを着続けていましたが、今年はジッパー
が壊れてしまい、買い替えることになりました。
　スタッフと一緒に大型のスポーツ用品店に、代わりのジャンパーを買いに出かけました。色ん
な種類のジャンパーを試着してみますが、気に入らない様子で「んん！」と、すぐに元の位置に
戻してしまいます。どれもお父様から買ってもらったジャンパーに似た商品ではなかったからで
す。お父様から買ってもらった商品は、とても軽くて、ジッパーの上下がスムーズにでき、また
ポケットに手が入れやすいもの。
　後日、Sさんと別の衣料量販店へ行ってみました。そこで見つかった軽いジャンパー。Sさん
が試着してみます。何度もジッパーを上下に動かしたり、何度もポケットに手を出し入れした
り・・・使い心地を確認しています。試着後、ジャンパーを脱ごうとしないSさんに、購入の確認
をしました。

　　スタッフ「これでいいですか？」
　　Sさん「はい！」

　これは“同一性の保持”とも考えられますが、今は亡きお父様に
対する思い・・・「このジャンパーを着ていると、お父さんと一緒
にいるような気がする」ということではないだろうか、と感じた
出来事でした。
　晩年は、お父様とお会いする機会が減っていたSさん。Sさんの
心の中には、お父様への思いが、しっかりあるんだなと感じました。

広報誌「ＲＵＮ＆らんらん」の表紙画の選考結果について広報誌「ＲＵＮ＆らんらん」の表紙画の選考結果について

令和６年：秋号表紙画　あゆみ園　　　平澤 生蕗 様　「かわいいいるか」
令和６年：冬号表紙画　林檎の里　　　穂刈 和彦 様　「想」
令和７年：春号表紙画　長野県西駒郷　堤　 敏昭 様　「無題」
令和７年：夏号表紙画　コムハウス　　赤津 達也 様　「梅雨」

この度は、多くのご応募をいただきありがとうございました。
広報委員会による選考の結果、下記のとおり決定しましたので、お知らせいたします。

３年連続ご応募いただいた明星・第二明星学園、長野県西駒郷、佐久コスモスワークス、緑の牧場学園、アトリエCoCo、
ちくほっくる、ぴっぴ、コムハウスへは、ピカッソメダル～らんらん表紙画コンクール参加賞～として3,000円の商品券を
贈呈いたしました。

長野県知的障がい福祉協会・長野県社会福祉施設利用者互助会からのお知らせ



　今年は、161作品と多くの作品を応募いただきました。委員会では、応募作品の内、表紙画
入選作品4作品、「Run & らんらんギャラリー」 掲載入選作品60作品を選考しました。 掲載入選
作品を紹介します。入選されなかった作品も協会ホームページで閲覧できます。そちらもご覧く
ださい。 多くの作品を応募いただきありがとうございました。






